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In this report, we introduce initiatives of the Rikkyo University’s Center for Statistics and Information, 
CSI initiatives, (CSI). For two years, CSI has supported students participating in competitions. 
Several problems have been identified. For solving these problems, we discuss the abilities required 
from the students, kind of support needed by students. 
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図表 1 はスポーツデータ解析コンペティションの 2014 年から 2015 年までの 2 年間のお
およその流れを示したものである．本コンペティションは 2014 年度，2015 年度共に夏季
（2014 年度：7 月 27 日，2015 年度：7 月 19 日）に発会式と説明会が開催されてきた．参
加に興味のある人々がこの会に参加し，その後，事務局へ参加の応募を行うこととなって
いる．応募の形式は電子メールでの投稿であり，その際に各年度に用意された部門の中か









成果報告会は冬季（2014 年度：12 月 26 日，2015 年度：12 月 26 日）に行われ，この会
における発表を元に，各部門の優秀賞，最優秀賞，データスタジアム特別賞，SEM 因果分








8 月～12 月 応募，分析期間
12 月下旬頃 成果報告会
翌年 3 月上旬頃 受賞者講演会 
図表 1：2 年分のスポーツデータ解析コンペティションのおおよその流れ 
Ⅱ CSI におけるコンペティションへの取組と課題 
1．CSI における取組み 
立教大学社会情報教育研究センター（Rikkyo University Center for Statistics and 
Information, CSI）では，2014 年度より立教大学の全学部生を対象に，スポーツデータ解
析コンペティションの参加者を募り，CSI 統計教育部会教員が指導教員となってチームに
よる参加を促す事業を行っている．この事業は今年で 2 年目となり，1 年目で 1 名，2 年目
では 5 名の応募者があり，実際にコンペティションに参加し，データ分析に関わり，成果






2015 サッカートラッキング 選手交代が与える影響について 
～流れを変えることはできるのか～
図表 2：本学学生のスポーツデータ解析コンペティションへの参加状況 
(18) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 2 号 






























そんな大変さを感じながらの 1 ヶ月だったと思います． 













2014 構造方程式モデリング Microsoft Excel 2010, JUSE-StatWorks/V5 


















CSI チームが作成した構造方程式モデリングのモデル図を図表 6 に，2015 年度のチームが


























































































































































図表 9：コンペティションに参加して得たもの（質問 2） 
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